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研究成果の概要（和文）：（200 字程度） 
 「現代日本語書き言葉均衡コーパス」をもとに、語彙表と漢字表を作成し、社会でよく使わ
れている語彙と漢字の範囲を明確にした。小学校・中学校・高等学校で用いられている全教科
の教科書を対象としたコーパスを構築し、その語彙表と漢字表も作成し、社会で使われる語彙・
漢字と、学校で教えられている語彙・漢字を対照できるようにした。これらのコーパス、語彙
表、漢字表を用いて、国語政策と国語教育の分野における諸課題に取り組む方法を研究した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We clarified the scope of vocabulary and kanji character commonly used in society 
through compilation of word lists and kanji character lists based on "Balanced Corpus 
of Contemporary Written Japanese". We also built a corpus of elementary and middle 
school and high school textbooks, and made comprehensive lists of vocabulary and 
kanji character of the general public and school education. Then we studied the 
method to address challenges in the field of language policy and language education. 
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１．研究開始当初の背景 
 国語政策と国語教育の分野で研究の論点
になる重要課題の中には、現在の日本社会に
おける言語の実態を正しく把握することが
前提となるものが多いが、その把握は必ずし
も十分に行われていなかった。その部分の調
査研究に、現代日本語の縮図として構築され
る「現代日本語書き言葉均衡コーパス」

（BCCWJ）などを用いることで、国語政策
と国語教育の研究を大きく進展させること
ができると見込まれた。 
 
２．研究の目的 
 国語政策と国語教育の分野の諸課題で共
通して問題になることが多い語彙と漢字を
取り上げて、次の二つのことに目標を設定し
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て研究を進めた。 
(1) 小学校・中学校・高等学校で使われて

いる教科書のコーパスを作成し、本特
定領域全体で構築する BCCWJ と合わ
せて、現代日本語の公共的場面で使わ
れる語彙・漢字を網羅した語彙表・漢
字表を作成する。 

(2) 作成した語彙表・漢字表を通してコー
パスを使うことで、国語政策・国語教
育の諸課題にどのように取り組んでい
くことができるかを示す。 

 
３．研究の方法 
 「２．研究の目的」に記した二つについて、
それぞれ次のような方法で取り組んだ。 
(1) 教科書コーパスと語彙表・漢字表諸種を、

国語政策・国語教育の諸問題に役立てる
ことができる基礎資料となるように設計
し、次の六つを作成した。 
①教科書コーパス 

小学校・中学校・高等学校の全学年・
全教科の教科書一種ずつの全文をコ
ーパス化し、学校で教えられている
語彙や漢字の全貌が把握できるよう
にした。 

②教科書コーパス語彙表 
  上記の「教科書コーパス」に出現す 

る語彙を、様々な観点から一覧でき 
るように語彙表を作成した。校種 
別・教科別の頻度のほか、BCCWJ と 
比較した場合の教科別の特徴度な 
ども掲載した。 

③BCCWJ主要コーパス語彙表 
  BCCWJのうち、国語政策・国語教育 

にも特に有用だと思われる、「図書館 
書籍」「出版書籍」「新聞」「雑誌」 
「Yahoo!知恵袋」「ブログ」の６種の 
サブコーパスについての頻度のほか、 
頻度に基づく語彙レベルを設定して、 
サブコーパス間で比較対照できるよ 
うに一覧にした。 

④学校・社会対照語彙表 
  上記の「教科書コーパス語彙表」と 

「BCCWJ主要コーパス語彙表」に収 
録した語彙情報のうち、中等教育に 
おいて特に活用されることが多いと 
思われるものを抜き出し、学校の語 
彙と社会の語彙とが比較対照できる 
ような一覧表を作成した。 

⑤教科特徴語リスト 
     「教科書コーパス」をもとに、教科 

に特徴的な語彙のリストを作成した。 
②の「教科書コーパス語彙表」は短 
い単位による語彙表であったが、本 
リストは長い単位に基づき、人手に 
よる修正も加え、教科専門用語の扱 
いについて検討できるリストを作成 

した。 
⑥NDC ジャンル別漢字出現頻度表 
  BCCWJの「出版書籍」データを用い 

て、日本十進分類（NDC）のジャンル 
別の漢字頻度表を作成し、ジャンル 
の特徴漢字の抽出を行った。 

 
(2) 上記の語彙表・漢字表をどのように活用

すれば、国語政策や国語教育の諸課題に
役立つのかについて、具体的な課題に即
して研究した。 

国語政策の課題に対しては、医療分野
を例に、コーパスにおける語彙の出現状
況を分析して難解な専門用語を抽出し
て序列化する研究と、漢字のジャンル別
頻度やどのような語の表記に用いられ
るのかを分析して、漢字政策に新視点を
取り入れる研究を行った。 

   国語教育の課題に対しては、学校教育 
に期待される語彙力や漢字力を養成す 
るための諸課題を幅広く取り上げ、コー 
パスや語彙表・漢字表をどのように使っ 
ていけばよいかを研究した。語彙教 
育・漢字教育のあり方の検討に活用する 
アプローチと、教師や生徒の授業活動で 
直接活用するアプローチの両面から取 
り組んだ。 

 
４．研究成果 
(1)「３．研究の方法」の(1)に記した六つの
基礎資料は、それぞれ次のような意義を持
つ。 

①教科書コーパス 
全学年・全教科を対象とした教科書 
コーパスは従来になかったもので 
ある。また、その一部を著作権処理 
を施して BCCWJの一部に組み入れて 
公開したことにより、今後多くの研 
究者や教師達によって、研究の基礎 
資料として広く活用されると期待 
できる。 

②教科書コーパス語彙表 
  全学年・全教科の教科書で使用され 

ている語彙が一覧できるようにな 
り、BCCWJから明らかになる社会で 
使われる語彙と比較した場合の教 
科ごとの特徴も明示されたことに 
より、今後の学校教育や教材研究な 
どの基礎資料として高い価値を有 
すると考えられる。 

③BCCWJ主要コーパス語彙表 
     BCCWJの特徴は、多種多様なサブコ 

       ーパスから構成され、その相互比較 
が行えるところにある。語彙に関し 
てこれを行いやすくした本語彙表は、 
語彙の難易度や重要度を推定する基 
礎資料として、政策や教育の様々な 



 

 

局面で活用されると見込まれる。 
④学校・社会対照語彙表 
  中等教育は、社会で役立つ教育内容 

をもたせることが求められているが、 
本語彙表から、社会での必要度に比 
べて学校教育での扱いが不足してい 
る語彙や概念などを抽出することが 
可能であり、教育課程や教科書編集 
のあり方を考える重要な知見を導き 
出すことが期待される。 

⑤教科特徴語リスト 
     各教科の教科専門用語を抽出した 

ものであるが、従来あった経験的に 
リスト化された教科用語集と比較し 
て網羅的であることや、また、全教 
科が同じ基準で抽出されていること 
などの利点がある。教科教育のあり 
方について、全体を見わたしながら 
検討するのに格好の資料であると言 
える。 

⑥NDC ジャンル別漢字出現頻度表 
2010年に内閣告示となった、新しい
「常用漢字表」では、その検討の過
程でジャンル別の漢字頻度について
の情報を必要とされながら、そのデ
ータが必ずしも十分に用意されなか
った。本漢字表は、様々なジャンル
をバランスよく含む BCCWJの特徴を
生かしたそれであり、今後の漢字政
策の基礎データとなると考えられる。 

 
(2)国語政策に対しては、本研究の成果は次
のように位置づけられる。 
  ①医療用語を例に、コーパスの語彙頻度
を用いて、難解な専門用語の抽出や分類を
実施し、医療専門家・非専門家に対するア
ンケート調査の結果と対照することで、こ
の方法の評価を実施したところ、コーパス
の有効性が確かめられた部分と、他の方法
と連携する必要性が求められた部分があ
った。実際に、専門家と非専門家のコミュ
ニケーションを円滑化するための政策課
題に役立てて行くには、さらに何段階かの
研究が求められるが、本研究は、そこに進
むための足がかりとして有効だと考えら
れる。 

②各漢字がどのようなジャンルに用い
られるか、どのような語の表記に用いられ
るかのリストを作成したことにより、今後
の漢字政策の基礎資料として役立てられ
ることが見込まれる。漢字政策として近年
改訂が行われた「人名用漢字」「常用漢字
表」の検討の過程では、こうしたリストが
必要とされたが、必ずしも十分なものがな
かった。今後は、本研究が示したようは方
法で、コーパスに基づく漢字リストを作成
して漢字政策課題に役立てていくことが

できると思われる。 
 
(3)国語教育に対しては、本研究の成果は次
のように位置づけられる。 
 ①本領域全体で構築した BCCWJ と、本研究
で作成した「教科書コーパス」をもとに作成
したさまざま語彙表は、社会で使われている
語彙の中で学校で教えられている語彙がど
のような位置にあるのかを、多角的に知るこ
とができるものになっている。こうした語彙
表は、現在の学校教育が、社会で必要とされ
ていることを教えているのかについて検証
する手段として用いることができる。 
また、社会的な重要語彙がどの教科でどの

ように教えられているかを対照することが
できるようになったことで、教科間で連携を
はかりながら語彙や概念を教えていく方策
を検討することができるようになった。 
 ②上記のような語彙表によって、学校教育
の場を中心に社会一般を視野に入れた語彙
情報のデータベースが整備されたことにな
るが、このデータベースを起点に、語彙教育
における新しい研究が生まれていくことが
期待できる。例えば、生徒の作文の語彙を調
査して、上記の語彙情報と対照すれば、生徒
の発達段階と社会的な必要度に応じた語彙
教育の方法を実証的に研究していくことが
できるようになる。 
 ③教育漢字や常用漢字について、それがど
の教科やどのジャンルによく用いられるか、
またどの範囲の語に用いられるかが総覧で
きるようになったことは、学校教育における
漢字指導のあり方を再検討する資料が整っ
たと見ることができる。例えば、漢字は従来
は国語科だけで教えてきたが、社会科や理科
など教科に特徴的な語彙に用いられる漢字
の場合は、その教科での概念教育のなかで扱
っていくことなどが提言できるものと考え
られる。 
 ④語彙を介して多様な文章を引くことが
できるコーパスは、作文教育のツールとして
の発展性も有していると考えられる。本研究
で作成した語彙リストや作文課題になりや
すいテーマ語彙集に、コーパスから引き出し
て多様な文章例を添えた教材を整備するこ
とで、テーマ型作文を書く際の発想源をつく
ることなどが、有効だと考えられる。 
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